


















重要な変数として管理会計研究で扱われてきた（Bonner 2008, Luft and Shields 2010）。しかし
これまでの管理会計研究では，研究対象者の管理会計知識の多寡は，年齢や経歴といった代理
変数に置き換えられることが多かった（e.g. Vera-Munoz 1998, Vera-Munoz et al. 2001）。管理会





























える重要な変数である（Bonner 2008, Luft and Shields 2010）。管理会計知識は教育歴や実務経








が存在する。Stone et al. （２０００）の研究，Dearman and Shields （２００１）の研究がそれである３。
Stone et al. （２０００）の研究では，米国の管理会計担当者を対象にした質問票に，管理会計の






2 上層部理論（upper echelon theory）とは，CEOやCFO，トップマネジメントチームなどの組織の上層部の




であるIMA（Institute of Management Accountants）が資格の発行を行っている。
─５１─
管理会計知識の測定：項目反応理論の会計研究への応用　─ 尻無濱
が示されている。ただし，Stone et al. （２０００）は尺度の一部しか公開しておらず，彼らの尺度
を他の研究に用いることはできない。
Dearman and Shields （２００１）は管理会計一般の知識を問う尺度ではなく，伝統的原価計算































ては，古典的テスト理論に基づいて様々な回答者の特性が測定されている（Schäfer 2007, Van 
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